
身近な話題をお寄せください。 （秘書広報課・内線１８６） 

土岐津中学校の音楽祭が文化プラザで行われ、クラスや学
年ごとに日ごろの練習の成果を発表しました。（２月８日）

聞いてください、仲間のハーモニー

土
岐
津
小
２
年
生
の
児
童
94
人
が
、
郵
便
局
の

仕
事
に
つ
い
て
、
体
験
を
交
え
て
学
び
ま
し
た
。

（
２
月
10
日
）

ど
う
や
っ
て
届
く
の
？
私
の
手
紙

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
シ
イ
タ
ケ

の
菌
打
ち
に
、
40
組
60
人
の
家
族
連
れ
な
ど
が
参

加
し
ま
し
た
。（
２
月
９
日
）

収
穫
が
楽
し
み
…

生活技能コンクールで、子どもたちはくぎ打ちや缶詰のふ
た開け、リンゴの皮むきなどに奮闘しました。（２月２日）

競え！暮らしの技

泉中で開かれた抹茶教室で、２年生の生徒60人がお茶の
作法を学びました。（２月17日）

お茶の心は、礼・美・楽

どんぶり会館やセラテクノ土岐で防災訓練が行われ、施
設職員や消防職員など約80人が参加しました。（２月13日）

怖い地震に備えを万全
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苦境を乗り越え 県中学校新人戦大会に出場 

濃南中女子バレーボール部の皆さん 
　
訪
れ
た
体
育
館
で
、
バ
レ
ー
ボ 

ー
ル
の
練
習
を
し
て
い
た
の
は
、 

わ
ず
か
七
人
。
一
チ
ー
ム
六
人
の 

競
技
な
の
で
、
当
然
、
試
合
形
式 

の
練
習
は
で
き
ず
、
玉
拾
い
を
す 

る
は
ず
の
後
輩
も
い
な
い
。 

　
そ
ん
な
苦
境
を
乗
り
越
え
、
今 

年
一
月
、
四
十
校
も
の
参
加
が
あ 

っ
た
県
新
人
戦
大
会
東
濃
予
選
で
、 

準
優
勝
を
勝
ち
取
り
、
県
大
会
に 

出
場
し
た
の
が
濃
南
中
女
子
バ
レ 

ー
ボ
ー
ル
部
二
年
生
の
皆
さ
ん
。 

　
熱
心
に
指
導
を
し
て
く
れ
る
ボ 

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ー
チ
を
は
じ
め
、 

休
日
の
練
習
で
は
、
父
兄
が
玉
拾 

い
な
ど
を
し
、
Ｏ
Ｇ
や
マ
マ
さ
ん 

バ
レ
ー
の
皆
さ
ん
も
大
会
前
に
は
、 

練
習
試
合
の
相
手
を
し
て
く
れ
る 

な
ど
、
地
域
の
暖
か
い
支
え
に
も 

後
押
し
さ
れ
た
結
果
だ
っ
た
。 

　
大
会
前
の
選
手
の
骨
折
や
、
大 

会
中
の
ね
ん
ざ
な
ど
、
け
が
に
見 

舞
わ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
っ
た
が
、 

コ
ー
チ
い
わ
く
「
飛
び
抜
け
た
選 

手
が
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
こ
の 

チ
ー
ム
は
、
信
条
の
ス
ピ
ー
ド
と 

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
目
標
の
ベ
ス 

ト
４
を
上
回
る
成
績
を
収
め
た
。 

　
礼
儀
正
し
く
、
素
直
な
人
柄
が 

印
象
的
な
キ
ャ
プ
テ
ン
の
山
本
恵 

里
香
さ
ん
は
、
今
後
の
目
標
に
つ 

い
て
「
も
う
一
度
県
大
会
に
出
て
、

一
勝
し
た
い
」
と
明
る
い
表
情
で 

語
っ
て
く
れ
た
。 
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泉
町
大
富
か
ら
可
児
郡
御
嵩
に
抜
け
る
古
い 

街
道
の
一
つ
に
「
御
佐
野
街
道
」
が
あ
り
ま
す
。 

　
江
戸
時
代
の
土
岐
郡
西
部
の
百
姓
は
、
そ
の 

年
貢
米
を
可
児
郡
の
木
曽
川
べ
り
の
新
村
港
ま 

で
運
ば
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
こ
れ 

を
津
出
し
と
い
い
ま
す
）
。 

　
土
岐
郡
か
ら
こ
の
新
村
港
へ
行
く
に
は
、
久 

尻
村
・
大
富
村
の
北
端
に
横
た
わ
る
丘
陵
を
越 

え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
く
つ
か 

の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
が
、
高
山
村
か
ら
土 

岐
川
を
渡
り
、
大
富
村
の
白
山
神
社
西
を
通
り
、 

伊
野
川
に
沿
っ
て
北
上
し
、
塞
神
峠
を
越
し
て 

可
児
郡
へ
出
る
こ
の
コ
ー
ス
が
最
も
近
道
で
し

た
。 

　
明
治
に
な
る
と
可
児
郡
御
嵩
町
に
は
、
旧
制 

東
濃
中
学
校
、
御
嵩
区
裁
判
所
な
ど
が
設
置
さ 

れ
、
さ
ら
に
明
治
三
十
五
年
十
二
月
の
土
岐
津 

駅
開
業
に
伴
な
っ
て
、
そ
の
利
用
度
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
現
・
国
道

二
十
一
号
線
や
、
そ
の
前
身
の
だ
る
ま
道
が
改

修
さ
れ
る
ま
で
、
土
岐
郡
と
可
児
郡
を
結
ぶ
重

要
な
道
路
と
し
て
、
陶
磁
器
や
生
活
必
需
品
な

ど
の
運
搬
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
街
道
の
泉
側
に
は
、
二
体
の
石
仏
が
確 

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
体
は
山
す
そ
の
登
り
口 

「
斧
研
池
」
西
（
現
在
は
東
の
大
富
中
窯
の
庚 

申
堂
裏
に
移
動
）
に
あ
っ
た
馬
頭
観
音
で
、
享 

和
二
年
（
一
八
〇
二
）
の
銘
が
あ
り
ま
す
。 

　
も
う
一
体
は
、
大
富
山
頂
上
の
「
塞
神
峠
」

に
立
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
石
仏
は
か
な
り
風

化
が
進
ん
で
い
て
、
馬
頭
観
音
か
地
蔵
菩
薩
か

の
判
別
も
、
建
立
年
月
日
や
建
立
者
な
ど
の
判

読
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
通
行
の
役
馬
の
安
全
と

大
富
村
へ
の
も
ろ
も
ろ
の
厄
業
払
い
を
願
っ
て

建
立
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
現
在
は
、
山
稜
に
美
濃
焼
卸
商
業
団
地
か
ら 

泉
が
丘
団
地
北
ま
で
の
道
路
が
新
設
さ
れ
た
た 

め
、
道
路
工
事
事
務
所
跡
地
の
空
き
地
の
西
側 

に
移
動
さ
れ
て
い
ま
す
。 

御

佐

野

街

道
　
　 

　
　
　
泉
町
大
富
区
内 

塞
神
峠
の
石
仏 

し
ん
む
ら 

さ
い
の
か
み 

よ
き
と
ぎ 

み 

ざ 

の 

こ
う 

し
ん 
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